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五
嶋
み
ど
り
さ
ん
を
ご
存

じ
で
す
か
？

彼
女
は
世
界

的
に
活
躍
し
て
い
る
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
で
す
。
活
動
の
幅

は
広
く
、
演
奏
以
外
に
、
自

身
が
起
こ
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
団

体
で
、
数
人
の
若
手
演
奏
家

と
共
に
、
発
展
途
上
国
の
子

ど
も
た
ち
に
音
楽
を
教
え
に

行
く
な
ど
、
社
会
貢
献
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

６
月
６
日
、
東
京
銀
座
・

王
子
ホ
ー
ル
で
私
た
ち
山
田

ゼ
ミ
（
文
学
部
人
文
・
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
、
山
田
健

太
准
教
授
の
テ
ー
マ
学
習
ゼ

ミ
）
５
人
は
、
ゼ
ミ
活
動
の

一
環
と
し
て
そ
の
団
体
の
ラ

オ
ス
で
の
活
動
報
告
会
を
兼

ね
た
プ
レ
ス
用
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

若
手
演
奏
家
の
一
人
、
ヘ

レ
ナ
・
ベ
イ
リ
ー
さ
ん
（
ビ

オ
ラ
）
は
「
私
た
ち
が
音
楽

を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し

た
後
、
ラ
オ
ス
の
子
ど
も
た

ち
が
一
生
懸
命
踊
り
を
披
露

し
て
く
れ
、
音
楽
で
の
交
歓

が
で
き
た
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

五
嶋
さ
ん
の
活
動
は
、
演

奏
を
聴
か
せ
る
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
た
ち
に
楽
器
を

教
え
た
り
、
逆
に
伝
統
音
楽

を
教
わ
っ
た
り
と
、
交
流
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

「
多
く
の
人
た
ち
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
ト
す
る
こ
と
が
音

楽
の
成
長
に
つ
な
が

る
」
―
―
こ
の
五
嶋

さ
ん
の
理
念
を
受
け

継
い
だ
若
手
演
奏
家

た
ち
が
、
音
楽
を
通

じ
て
子
ど
も
た
ち
と

交
流
す
る
こ
と
で
成

長
し
、
巡
り
巡
っ
て

五
嶋
さ
ん
自
身
も
彼

ら
か
ら
影
響
を
受
け

て
い
ま
す
。
五
嶋
さ

ん
を
中
心
と
す
る
、

蜘
蛛
の
糸
の
よ
う
な

連
綿
と
し
た
、
し
か

し
強
固
な
つ
な
が
り

を
感
じ
ま
し
た
。

当
日
は
、
迫
力
あ
る
「
本

物
の
音
」
に
触
れ
ら
れ
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
初
心
者
の
私
に
は

非
常
に
刺
激
的
な
体
験
で
し

た
。
ぜ
ひ
、
五
嶋
さ
ん
の
生

の
演
奏
を
聴
き
、
そ
の
つ
な

が
り
の
一
部
と
な
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

東
日
本
大
震
災
時
、
愛
好
会

「
専
修
走
好
会
」（
大
貫
知
成
代

表
・
経
営
３
）
の
メ
ン
バ
ー
を

支
援
し
た
関
和
成
さ
ん
に
７
月

１４
日
、
阿
藤
正
道
学
生
部
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

同
会
は
関
東
大
学
陸
上
競
技

ク
ラ
ブ
連
盟
に
所
属
。
１２
月
の

大
学
ク
ラ
ブ
対
抗
駅
伝
大
会
を

目
指
し
、
練
習
に
励
ん
で
い

る
。
長
距
離
合
宿
（
３
月
８
～

１１
日
、
御
宿
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
、
１５
人
が
参
加
）
を
終
え
、

Ｊ
Ｒ
外
房
線
で
東
京
方
面
に
移

動
中
に
地
震
が
起
き
た
。
１
時

間
以
上
、
車
内
に
足
止
め
さ
れ

た
後
、
最
寄
り
の
Ｊ
Ｒ
太
東
駅

（
千
葉
県
い
す
み
市
）
へ
。
駅

周
辺
に
宿
は
な
く
、
連
絡
・
移

動
手
段
も
な
い
状
況
で
、
「
困

っ
て
い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
様
子
を
見
に
来
た
関

さ
ん
と
出
会
っ
た
。
関
さ
ん
は

メ
ン
バ
ー
を
自
宅
に
招
き
、
一

部
屋
を
提
供
。
お
に

ぎ
り
や
飲
み
物
な
ど

を
振
る
舞
い
、
翌
１２

日
に
は
、
千
葉
駅
ま

で
の
移
動
手
段
を
手

配
し
た
。

小
林
麻
美
さ
ん

（
経
済
３
）は
、「
関

さ
ん
ご
夫
妻
に
は
信
じ
ら
れ
な

い
く
ら
い
良
く
し
て
い
た
だ
い

た
。
こ
の
ご
恩
は
忘
れ
ま
せ

ん
」
と
語
っ
た
。

専
修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
の
木
管
五
重
奏
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
が
７
月
４
日
の
昼
下
が
り
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館
の
ア
ト
リ
ウ

ム
で
開
か
れ
た
∥
写
真
。

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
小
組
曲
よ
り
「
行

列
」
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
「
弦
楽

四
十
奏
第
６
番
」
第
２
楽
章
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
「
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・

ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」
第
１
楽
章
を
披

露
。
昼
休
み
を
過
ご
す
学
生
た
ち
に

く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
時
を
演
出
し
た
。

●
県
立
百
合
丘
高
校

「
一
日
体
験
入
学
」

７
月
１４
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
神
奈
川
県
立
百
合
丘

高
校
１
年
生
２
８
０
人
が
訪

れ
、
大
学
紹
介
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
の
の
ち
吉
田
雅
明
経
済
学

部
教
授
の
模
擬
授
業
「
教
科

書
の
向
こ
う
へ
―
進
化
経
済

学
の
挑
戦
」
を
聴
講
し
、
付

属
高
校
出
身
者
で
組
織
す
る

「
Ｈ
ｉ
・
Ｙ
ｏ
・
Ｃ
ｏ
の

会
」
学
生
が
引
率
し
て
キ
ャ

ン
パ
ス
見
学
を
行
っ
た
。

●
県
立
座
間
総
合
高
校

「
在
県
外
国
籍
生
徒
と
留

学
生
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」

神
奈
川
県
立
座
間
総
合
高

校
の
在
県
外
国
籍
生
徒
と
の

ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
７

月
１９
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
。
中
国
、韓
国
、

メ
キ
シ
コ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
か
ら
６
人
の
生
徒

が
参
加
。
専
大
の
留
学
生
８

人
と
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
交
流

し
た
。

●
司
書
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

大
学
図
書
館
業
務
の
就
業

体
験
「
司
書
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
」
が
７
月
２５
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

神
奈
川
県
の
座
間
総
合

高
、
生
田
東
高
、
港
北
高
、

神
奈
川
総
合
高
の
４
高
校
か

ら
６
人
が
参
加
し
た
。

●
都
立
大
田
桜
台
高
校

「
一
日
体
験
入
学
」

７
月
１５
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
都
立
大
田
桜
台
高
校

２
年
生
１
３
４
人
が
来
訪
。

嶺
井
正
也
経
営
学
部
教
授

「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
０
０
９
を
考

え
る
」の
模
擬
授
業
を
受
け
、

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
を
行
っ
た
。

高
大
連
携
協
定
校
と
の
連
携

活
動
が
行
わ
れ
、
一
日
体
験
入

学
や
在
県
外
国
籍
生
徒
と
本
学

学
生
と
の
交
流
、
司
書
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
た
。

「
自
由
な
発
想
で
同
時
代
を
と
ら

え
る
」。
平
田
勝
さ
ん
が
出
版
社
、花

伝
社
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
が
１
９

８
５
年
。そ
の
原
点
は
、同
社
の
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
生
き
て
い
る
。
社
名
は

愛
読
書
、世
阿
弥
の「
花
伝
書
」か
ら
。

机
一
つ
電
話
一
本
で
の
多
難
な
船

出
だ
っ
た
が
「
８
年
間
在
学
し
た
学

生
時
代
（
東
大
）
か
ら
の
多
く
の
友

人
に
支
え
ら
れ
ま
し
た
」。

初
出
版
は
『
戦
後
の
思
想
家
た

ち
』（
山
田
洸
著
）。
２
年
目
あ
た
り

か
ら
軌
道
に
乗
り
、
現
在
で
は
月
３

冊
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
刊
行
。
出
版
点

数
は
人
文
・
社
会
・
法
律
・
芸
術
・

実
務
書
な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り

２６
年
間
で
４
０
０
点
を
超
え
る
。
ス

タ
ッ
フ
は
編
集
長
の
柴
田
章
さ
ん
は

じ
め
５
人
。

「
活
字
離
れ
、
出
版
不
況
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
中
身
が
あ
れ
ば
必
ず
手

応
え
が
あ
る
。
読
者
は
受
け
と
め
て

く
れ
ま
す
。
時
代
を
読
み
、
変
化
に

対
応
す
る
姿
勢
を
持
ち
続
け
る
こ
と

で
す
」
と
平
田
社
長
。

流
通
は
書
店
中
心
だ
が
、
「
書
店

の
ル
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、
読
者
に

直
接
働
き
か
け
た
り
、
人
脈
を
生
か

し
、
読
者
網
を
組
織
す
る
な
ど
コ
ツ

コ
ツ
と
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
著

者
の
講
演
に
は
私
た
ち
が
出
向
い
て

会
場
で
販
売
し
ま
す
。
大
手
で
な
い

か
ら
こ
そ
、で
き
る
こ
と
で
す
」（
平

田
社
長
）。

専
修
大
学
教
員
の
著
作
も
多
く
、

小
田
中
聰
樹
元
法
学
部
教
授
の
『
希

望
と
し
て
の
憲
法
』（
９９
年
）、同『
裁

判
員
制
度
を
批
判
す
る
』（
０８
年
）、

矢
澤
曻
治
法
学
部
教
授
の
『
冤
罪
は

い
つ
ま
で
続
く
の
か
』（
０９
年
）、
同

『
袴
田
巌
は
無
実
だ
』（
１０
年
）、
藤

森
研
文
学
部
教
授
の
『
日
本
国
憲
法

の
旅
』（
１１
年
）
な
ど
が
並
ぶ
。

弁
護
士
の
宇
都
宮
健
児
さ
ん
（
現

日
弁
連
会
長
）
の
『
だ
れ
で
も
わ
か

る
自
己
破
産
の
基
礎
知
識
』
は
改
訂

を
重
ね
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。
ま
た
、

６
月
に
出
し
た
『
フ
ラ
ン
ス
映
画
ど

こ
へ
行
く
』（
林
瑞
絵
著
）は
、
社
会

問
題
の
テ
ー
マ
が
主
流
だ
っ
た
同
社

に
と
っ
て
文
化
・
芸
術
へ
も
ジ
ャ
ン

ル
を
広
げ
た
意
欲
作
だ
。

佐
藤
恭
介
さ
ん
は
営
業
も
担
当
す

る
編
集
者
。
教
材
の
仕
事
か
ら
「
ど

う
し
て
も
出
版
を
」
と
４
年
前
に
入

社
し
た
。

「
社
会
に
出
て
、
必
要
だ
な
と
思

う
の
が
『
も
の
の
見
方
』
。
そ
れ
は

失
敗
や
ま
わ
り
道
が
許
さ
れ
る
学
生

時
代
に
養
わ
れ
る
の
で
は
」
。
さ
ま

ざ
ま
な
人
の
手
に
か
か
っ
て
完
成
し

た
本
を
じ
っ
く
り
読
む
こ
と
で
、
答

え
を
み
つ
け
て
ほ
し
い
と
話
す
。

※
図
書
出
版
「
花
伝
社
」
∥
東
京

都
千
代
田
区
西
神
田
２
の
５
の
１１
☎

０３
・
３
２
６
３
・
３
８
１
３

◀

吉
田
経
済
学
部
教
授
の
模
擬
授
業

◀

若
手
演
奏
家
と
共
に

▲ 模擬授業をする嶺井経営学部教授

��２１

さ
ん

人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科

山
田
健
太
ゼ
ミ
が
取
材

図書出版「花伝社」

さ
ん

寄
稿
・
山
崎
瀬
奈

（
文
４
）

▶

最
近
の
刊
行
本
は
幅
広
い
分

野
に
わ
た
る

自由な発想で時代をとらえる

▲ 演奏する五嶋みどりさん

高高
大大
連連
携携

活活
動動
活活
発発
にに

震災時に「専修走好会」を支援 関和成さ
んに感謝状

昼休みの生田アトリウムで

専フィル木管五重奏ミニコンサート

▲ 左から佐藤恭介さん、杉浦真知

子さん（編集担当）、平田勝社長

▲ 返却された本を元の位置

に戻す作業を教わる生徒

▲ 留学生が参加したランチ

ミーティング

▶

関
さ
ん
夫
妻
（
前
列
）
。
後

列
は
左
か
ら
阿
藤
学
生
部

長
、
小
林
さ
ん
、
佐
藤
詠
海

さ
ん
（
人
間
科
学
２
）

音

楽

で

社

会

貢

献

す

る

五

嶋

み

ど

り

の

活

動
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